






























された『日本の写真家』全 40 巻は、第 1 巻が







































































1859 年の開業から 10 年もたたないうちに火事で
焼失し、その後の移転先も火事その他の事情で長
続きしなかった。最終的な真金町への移転は、


































































初期には、貸座敷軒数は 70 前後、娼妓数は 1300
名前後に膨らんでいる。しかし京浜地方一帯に壊
滅的打撃を与えた関東大震災によって、娼妓数は
往時の 3 分の１の 500 人以下となる。それから昭
和の世になっても大きな変化はなく、記録の残る

















1945 年 3 月 9 日の東京大空襲から 2 か月余り後
の 5 月 29 日、米軍は横浜に空襲をかける。午前
9 時 15 分から襲来した B 29 爆撃機約 500 機、
P51 戦闘機約 100 機による波状爆撃は 1 時間半に
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